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原 著

1.tホ1)ドールによる相線虫心枯柄の防除についで

田 沢 正

2. ♪,L)'-DDT の定冠位罷解について

深 梅 浩 ･中 島

3. 乳剤に於けるピレトリンに対するエゴノ1-JLの共力効果に裁て

松 原 弘 道

4. 乳剤に於けるtzチノンに対するエゴノーJLの共力効果に就で

松 原 弘

5. 乳剤に於けるビレトT)ンに対するヒノキ昌ンの共力効果に親で

松 原 弘 道

6･ DDr粉剤の破寿によってイエ)ヾ土の成虫が落下仰転する遅速と才故粉降下法定の乾板Z)

転封 との関係について

長 沢 純 夫

7･ イエバェの成虫期における餌C種対と DDT 粉剤の致落下仰乾効力に1こいする感受性

との関係についで

長 沢 純 夫

8. DDT 粉剤のイエバェの成虫を落下仰転せしめる効力と勉瑚率先との関係について

長 沢 細 大

9. チオフェン及その誘導体の殺虫性と墓守i当'性

井 上 放 三 ･音 符 長 次 郎
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